
下
水
道
接
続
支
援
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
既
存
住
宅
が
下
水
道

に
接
続
す
る
の
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
施
設
へ
接
続
す
る
方
に
、
そ
の

接
続
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
茨
城
県
の
森
林

湖
沼
環
境
税
の
導
入
に
伴
い
昨
年

度
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

補
助
金
額
等
／

一
般
住
宅
▽
１
件
に
つ
き
4
万
円

貸
家
、
ア
パ
ー
ト
等
▽
1
件
に
つ

き
２
万
円
。
た
だ
し
、
限
度
額

10
万
円
（
戸
建
の
も
の
は
5
棟
、

長
屋
住
宅
の
も
の
は
5
戸
ま
で
）

対
象
者
▼
供
用
開
始
日
か
ら
3
年

以
内
に
接
続
す
る
者
（
た
だ
し
、

新
築
及
び
水
洗
便
所
等
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外
）。

・

下
水
道
課（
内
線
７
１
１
３
０
）

　

累
計
発
行
部
数
２
７
０
０
万
部

超
、
世
界
12
か
国
で
翻
訳
出
版

さ
れ
て
い
る
超
人
気
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
コ
ミ
ッ
ク
「
20
世
紀
少
年
」。

原
作
者
・
浦
沢
直
樹
が
描
く
「
映

像
化
不
可
能
」
と
言
わ
れ
て
き
た

物
語
世
界
の
映
画
化
第
３
弾
。
シ

リ
ー
ズ
の
最
後
を
飾
る
『
20
世
紀

少
年

－

最
終
章

－

ぼ
く
ら
の
旗
』

で
は
、
笠
間
市
内
で
も
撮
影
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

撮
影
時
出
演
者
▼
黒
木
瞳
（
キ
リ

コ
役
）
さ
ん
、石
塚
英
彦
さ
ん
（
マ

ル
オ
役
）、
宮
迫
博
之
さ
ん
（
ケ

ロ
ヨ
ン
役
）

撮
影
地
▼
茨
城
県
畜
産
試
験
場 

跡
地

撮
影
場
面
▼〝
と
も
だ
ち
〞の
殺
人

ウ
ィ
ル
ス
に
対
抗
す
る
ワ
ク
チ
ン

開
発
に
励
む
キ
リ
コ
と
ケ
ロ
ヨ
ン

の
ア
ジ
ト
。

公
開
予
定
日
▼
８
月
29
日
㊏

公
開
映
画
館
▼
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ

ズ
水
戸
内
原
ほ
か

リ
ン
ク
先
▼
映
画
『
20
世
紀
少
年

－
最
終
章

－

ぼ
く
ら
の
旗
』

http://w
w
w
.20thboys.com

/

商
工
観
光
課
（
内
線
５
１
１
）

市
政
懇
談
会　

市
長
と
語
ろ
う
！

笠
間
タ
ウ
ン
ト
ー
キ
ン
グ
を
開
催

し
て
い
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
お
互

い
の
情
報
を
交
換
し
合
い
、
交
流

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
5

月
〜
9
月
に
か
け
て
全
14
回
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
申
込
み
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽

に
、
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
／

第
10
回　

8
月
21
日
㊎
・
大
原
小

学
校
3
階
多
目
的
ル
ー
ム

第
11
回　

8
月
28
日
㊎
・
新
渡
戸

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
12
回　

9
月
4
日
㊎
・
岩
間
海

洋
セ
ン
タ
ー
会
議
室

第
13
回　

9
月
18
日
㊎
・
市
民
セ

ン
タ
ー
い
わ
ま
２
階
会
議
室

※
第
10
〜
13
回
は
、
午
後
７
時
〜

８
時
30
分

第
14
回　

９
月
27
日
㊐
午
前
10
時

〜
正
午
・
市
役
所
本
所
２
階
大
会

議
室　秘

書
課
（
内
線
２
２
６
）

無
料
法
律
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
創
立
60
周

年
を
記
念
し
て
、
無
料
法
律
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
▼
９
月
７
日
㊊
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
▼
茨
城
県
弁
護
士
会
館
３
階

（
水
戸
市
大
町
2

－

2

－

75
）

内
容
▼
面
談
に
よ
る
法
律
に
関
す

る
無
料
相
談

定
員
▼
48
名
（
事
前
予
約
が
必
要
、

先
着
順
）

・

茨
城
県
弁
護
士
会
事
務
局

℡
０
２
９
（
２
２
１
）
３
５
０
１

保
健
師
及
び
正
看
護
師
を
募
集

募
集
人
数
▼
1
名
（
笠
間
市
笠
間

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

雇
用
期
間
▼
平
成
21
年
9
月
30
日

〜
平
成
23
年
3
月
31
日

勤
務
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
30
分
（
週
5
日
）

応
募
資
格
▼
保
健
師
及
び
正
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
方

賃
金
▼
時
給
9
5
0
円

職
務
内
容
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
（
主
に
介
護
予
防
事
業

に
関
す
る
業
務
）

応
募
方
法
▼
市
の
臨
時
職
員
登
録

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

次
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
面
接

の
上
、
選
考
し
ま
す
。

・

笠
間
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
笠
間
支
所
福
祉
課
内
）

℡
0
2
9
6
（
７
２
）
1
1
5
4

応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
会
・

普
通
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

　

各
種
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
み
は
、
消
防
本
部
警
防
課
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ
。

①
応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
会

日
時
▽
10
月
６
日
㊋
午
前
９
時

〜
午
後
４
時

受
講
料
▽
5
，0
0
0
円

②
応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習
会

日
時
▽
10
月
7
日
㊌
〜
9
日
㊎

の
3
日
間　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時

受
講
料
▽
１
０
，0
0
0
円

③
普
通
救
命
講
習
会

日
時
▽
毎
月
第
2
日
曜
日　

午

前
9
時
〜
正
午

受
講
料
▽
無
料

会
場
▼
①
・
②
は
「
茨
城
県
職
業

開
発
協
会
３
階
会
議
室
」（
水
戸

市
水
府
町
８
６
４

－

１
）、
③
は
、

笠
間
市
消
防
本
部
、友
部
公
民
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

定
員
▼
①
・
②
は
各
１
０
０
名
、

③
は
30
名
。
い
ず
れ
も
先
着
順
。

申
込
期
間
▼
①
・
②
は
８
月
17
日

㊊
〜
９
月
４
日
㊎
ま
で
、
③
は
開

催
日
の
１
週
間
前
ま
で

笠
間
市
消
防
本
部
警
防
課

℡
０
２
９
６
（
７
３
）
０
１
１
９

映
画
『
20
世
紀
少
年

－
最
終
章

－

ぼ
く
ら
の
旗
』
当
市
で
も
撮
影
！ 

©1999,2006 浦沢 直樹 スタジオナッツ / 小学館
©映画「20 世紀少年」製作委員会

（
定
期
開
催
）
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下
水
道
普
及
促
進
の
標
語
を
募
集

　

茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン

ク
ー
ル
に
あ
な
た
の
標
語
を
応
募

し
ま
せ
ん
か
。　

　

9
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

で
す
。
茨
城
県
と
笠
間
市
で
は
、

一
般
の
方
か
ら
の
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
下
水
道
へ

の
思
い
を
標
語
に
し
て
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法
▼
官
製
ハ
ガ
キ
も
し
く

は
ハ
ガ
キ
大
の
用
紙
1
枚
に
作
品

1
点
。
連
名
に
よ
る
応
募
は
認
め

ま
せ
ん
。
作
品
に
は
住
所
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
を
明
記
し
て
、
次
ま
で
。

応
募
期
限
▼
9
月
1
日
㊋
消
印
有
効

※
な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
㈳
日
本
下
水
道
協
会
の
「
下
水

道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
も

応
募
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・

下
水
道
課（
内
線
７
１
１
３
０
）

〒
3
0
9

－

1
7
2
3　

笠
間
市

矢
野
下
7
5
0　

女
性
の
食
事
学
講
座
受
講
生
募
集

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
地
域
で

の
福
祉
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
福
祉

活
動
へ
の
理
解
と
参
加
の
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
女
性
も
再
度

「
高
齢
者
の
食
事
」
に
つ
い
て
学

習
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
▼
9
月
8
日
㊋
、
15
日
㊋
、

29
日
㊋
、
10
月
13
日
㊋
、
27
日
㊋

（
全
5
回
）

時
間
▼
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1

時
30
分

場
所
▼
岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
2
，0
0
0
円
（
調
理

実
習
材
料
代
と
し
て
）

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
女
性
20
名

申
込
期
限
▼
8
月
31
日
㊊

・

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

岩
間
支
所

℡
0
2
9
9
（
４
５
）
7
8
8
9

　

㈶
茨
城
県
体
育
協
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
▼
11
月
28
日
㊏
及
び
29
日
㊐

（
1
日
2
公
演
、
計
4
公
演
）、
両

日
と
も　

第
1
回
目
／
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
1
時
30
分
、
第
2
回

目
／
午
後
3
時
30
分
〜
5
時
30
分

場
所
▼
笠
松
運
動
公
園
屋
内
水
泳

プ
ー
ル
兼
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

（
ひ
た
ち
な
か
市
佐
和
2
1
9
7

－

28
）

公
演
団
体
▼
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル

出
演
者
▼
八
木
沼
純
子
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

プ
リ
ン
ス
ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド
チ
ー

ム
、
荒
川
静
香
、
本
田
武
史
、
太

田
由
希
奈
、フ
ィ
オ
ナ
・
ザ
ル
ド
ゥ

ア（
英
）＆
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ス
ハ
ノ

フ（
露
）

主
催
▼
㈶
茨
城
県
体
育
協
会

後
援
▼
茨
城
県
教
育
委
員
会

内
容
▼
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ス
ケ
ー

タ
ー
た
ち
が
、
音
と
光
に
彩
ら

れ
た
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
世
界
水

準
の
華
麗
な
滑
り
を
披
露
す
る

銀
盤
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

シ
ョ
ー
。

チ
ケ
ッ
ト

発
売
期
日
▼
9
月
12
日
㊏

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
▼
笠
松
運
動
公

園
管
理
事
務
所
ほ
か

料
金
▼
ア
リ
ー
ナ
席
／
9
，

0
0
0
円
、
Ｓ
席
／
6
，0
0
0

円
、
Ａ
席
／
5
，0
0
0
円
、
ペ

ア
シ
ー
ト
（
2
名
1
組
）
／

1
1
，0
0
0
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ー
ト
（
4
名
1
組
）
／
1
8
，

0
0
0
円

・

笠
松
運
動
公
園
管
理
事
務
所

℡
0
2
9
（
2
0
2
）
0
8
0
8

「
プ
リ
ン
ス
ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド

２
０
０
９
in
笠
松
」
開
催
の
ご
案
内

８月11～20日／福祉作文
岩間一小４年「どきどき
した目かくし歩行体験」
８月21～31日／岩間の伝
え話「おやごころ」
９月１～10日／笠間社協
だよりから「子育てサロン」

エコフロンテアかさま監視委員会活動報告
（6月25日）

【施設モニタリング】
　環境保全事業団より、施設モニタリング（最終処分場モニタ
リング、溶融処理施設モニタリング、モニタリング結果の住民
公表）、排ガスの維持管理、浸出水の放流に係る資料の提出を求
め、その資料に基づきモニタリング結果の報告及び維持管理状
況の説明を受けた。
① 最終処分場の浸出水処理水（５月分：定期モニタリング・常時
監視）については、全ての項目で下水道の排除基準値を下回った。
② 防災調整池からの雨水等放流水（３～５月分：定期モニタリ
ング）については、全ての項目で排水基準値を下回った。
③ 地下水（３～５月分：定期モニタリング）については、４カ
所のモニタリング井戸で環境基準値又は水道水質基準値を超
えていた項目があったが、過去のデータと比較して大きな変
動はなかった。
④ 溶融処理施設の排ガス常時監視（５月分）については、最大
値で塩化水素、窒素酸化物、一酸化炭素で自主管理基準値を
超えた日があったが、法定基準値は全ての項目で満足した。

【監視結果】
　溶融処理施設の排ガスについて、塩化水素が自主管理基準値
を超過した原因としては、塩化ビニール類の事前分別が不十分
であったためと考えられる。
　また、燃焼管理において発生する可能性のある窒素酸化物・
一酸化炭素については、温度管理等の見直しが必要として、事
業団に改めて維持管理を徹底するよう求めた。
【次回の監視活動】
　搬入車両等対策・その他の監視事項

8 月の納税

■市県民税（２期）

■国民健康保険税（3
期）

納付期限
　　8月31日（月）
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